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を行うことで、可能な限り判定に統一性を持たせるよ
う努めた。開花度の観察は、著者の一人和田が、2007






図５． ４月 10 日における平均開花度
（３）気温観測
　開花度とその進行過程についての考察材料とするた
め、2007 年 3 月 16 日～ 4 月 23 日の期間、地点４と






　上記の通り、開花度の調査は、2007 年 4 月 6 日～














では 2.0 に満たない。4月 14 日になると、地点２・３・
４・５・６では平均開花度は 8.0（気象庁による満開
日）に達しており、地点１もほぼそれに近い状態に到っ
ている。しかし地点７では未だ 6.0 未満である。4 月
16 日には地点１が 8.0 に達し、4 月 18 日には地点７




図８． ４月 16 日における平均開花度
図７． ４月 14 日における平均開花度









なお地点７のみ、開花直前（4 月 10 日）から満開日









12 ～ 14 日にかけて地点１では開花度が 4.0、すなわ
ち平均的な増加率の２倍の速さで増加している。また



































うな傾向が認められ、4 月 12 日の日平均気温は、地











































































































シノの平均開花日は 4 月 12 日、平均満開日は 4 月
18 日である（理科年表による）。
注２）原則的に偶数日に観察を実施したが、地点７
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